
自然豊かな町の未来をはぐくむ
「鹿角カーボンニュートラル市民講座」

「環境と地方創生の両立において -地域コミュ
ニティの果たす役割」
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自 己 紹 介
［１９９９］ 日本輸出入銀行［現国際協力銀行］

［２００４］  金融庁出向（04-06) ［バーゼル銀行監督委員会に参画］

［～2007］ 銀行時代は、中央アジア・トルコへの輸出ファイナンス、LNG（液化
天然ガス）などの大型案件のファイナンスも担当

［2008～］ 金融庁課長補佐・調整官時代（＝中堅）

金融危機（2008)を挟んで、銀行のBIS規制、保険の国際資本規制など、国
際規制の交渉と国内規制実施を10年近く

［2015］ 国際部門総括補佐 ［2016］ 国際会計室長・国際証券調整官

［2018年～］ 「フィンテック室長」（初代）となる。ブロックチェーンの国際共同機関
「BGIN：Blockchain Governance Initiative Network」設立に貢献。

［2020］ 国際政策管理官－イノベーション／サステナブル・ファイナンス（国際問題）

• 金融安定理事会（FSB）の気候変動リスクWGメンバー

• 気候変動リスク等に係る金融当局ネットワーク［NGFS：Network for Greening 

the Financial System］運営委員会［Steering Committee］メンバー

［２０２１］ リクルート シニアエキスパート SaaS事業担当

［２０２１］ 三井住友海上アドバイザー（現）

［２０２２］ 東京工業大学大学院（リベラルアーツ研究教育院）にて授業を開講

［２０２２］ 株式会社国立リベラルアーツ設立 代表取締役

［２０２２］ 一般社団法人「FinTech協会」理事（Web3・保険）

出向

国際決済銀行

1 9 9 9

2 . 5 年間

1 4 . 2 年間

様々な
国際会議
に 参画
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鹿角市「２０３０ゼロ・カーボンシティ宣言」（2022年3月14日）

近年、地球温暖化が原因とみられる気候変動の影響により、世界各地で深刻な自然災害が発生しています。
また、日本各地においても、猛暑や集中豪雨、大型台風などが頻発し、その災害も激甚化し、気候変動問題
は私たちの生活に大きな影響を及ぼしています。

２０１５年に合意されたパリ協定では、「世界的な平均気温上昇を１．５℃に抑える努力を追求する」とい
う目標が掲げられました。そして、これを達成するためには、２０１８年に公表された IPCC（気候変動に
関する政府間パネル）の特別報告書において、「２０５０年までに二酸化炭素の実質排出量をゼロにするこ
とが必要」とされています。

本市は、面積の８割を占める豊かな山林により二酸化炭素の吸収に貢献しているほ

か、国内でも早くから水力発電所や地熱発電等の立地が進んだことで、再生可能エネル
ギーによる電力自給率が３００％を超え、先行して脱炭素社会を実現しうる国内屈指の
素地を有しております。

これからも、更なる再生可能エネルギーの導入と利活用、健全な森林経営、ごみの
再資源化など、地球温暖化の防止に向け、率先して取り組んでまいります。

ここに、国際社会の一員として地球環境を守るとともに、子どもから高齢者まであらゆる世
代が豊かさと将来への希望を実感しながら、美しいふるさと・鹿角を次世代に継承できるよ

う、市民や事業者が一体となり、全国に先駆けて２０３０年までに二酸化炭素排出
量を実質ゼロにする、「ゼロ・カーボンシティ」の実現を目指すことを宣言しま
す。

「 か づ の 」 を 考 え る
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鹿 角 市 H P よ り

⚫奈良・平安文化から近代日本が豊かになるのを見つめ
てきた遺産

⚫鉱脈からの資源により産業が生まれ、日本の経済発展
にも貢献してきた

「 か づ の 」 を 考 え る

かつての繁栄の源泉 これからの鹿角の「価値」の源泉

森林（自然資本）→保護・維持
観光資源の森林→自然資本の価値

温泉・地熱（自然資本）
観光資源の温泉→自然資本の価値

⚫経済発展への貢献から「自然資本」としての森林・地熱（温泉）の
「価値」を如何に活用し如何に守り発展させるか。

⚫「CO2吸収弁」の森林・「低CO2」のエネルギーの地熱は、大都市部に
はない鹿角のこれからの大切な「価値」である

⚫「自然資本」から受ける利益（便益）を正しく「価値」を評価し、
「自然資本」を失う「犠牲」を評価し、それを開示（みんなに示す）
する

⚫「CO2吸収弁」の森林・「低CO2」のエネルギーの地熱の貢献を正しく
評価し、それを開示する

鹿 角 市 H P よ り
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「 か づ の 」 を 考 え る

https://www.city.kazuno.akita.jp/soshiki/sangyokatsuryoku/kankokoryu/gyomu/2/9/2/1806.html
https://www.city.kazuno.akita.jp/soshiki/sangyokatsuryoku/kankokoryu/gyomu/2/9/2/1806.html
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https://www.env.go.jp/content/000128749.pdf


「コモンズの悲劇」（共有地の悲劇）
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Garrett Hardin, Science, (1968）

○牧草地と牛飼いの例が代表的

○個人が牛を飼うのを増やしつづけ、結果牧草地が荒廃

○個人の利益は一時的に増えるが、長期的、あるいは、全

体的では、不利益となる

○環境問題、人口増加問題のアナロジー



「コモンズ論」
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Elinor Ostrom （１９３３－２０１２）

○女性初の2009年ノーベル経済学賞受賞。コモンズ（共有資源）

に関する研究者。夫のVincent Ostromも同様の研究を実践。

○共有プール資源（common pooled resources)について、実例に

基づき研究。公共財の管理について、政府による規制、市場機

能だけではなく、共有プール資源を管理する自主管理コミュニ

ティなどによる効率的なガバナンスシステム（監視、紛争解決

ルールなど、多層の事業で組織化）が機能することを実証。

○公共選択論、ガバナンス論に近い。
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政府 市場

地 域 に 見 る 「 コ モ ン ズ 」 ー 政 府 と 市 場 の 二 元 論 と は 異 な る 視 点

地方自治体
（地域政策）

⚫規制・監督（→マクロ運営/画一的管理）
⚫補助金（→技術革新促進）
⚫負の外部性（→解決への責任）

⚫市場原理・ルール（→責任の所在は不明確）
⚫経済合理性中心（→優勝劣敗・格差）
⚫負の外部性（→市場による解決もあれば淘汰もある）

コモンズ
（共同管理・コミュニティ

ルール）

⚫地域特性に沿った柔軟な制度設計
⚫地域ガバナンスの設計における自治体のリー
ダーシップとコモンズの管理の尊重などの検討

⚫負の外部性（→自治体・コモンズと一体となっ
た解決）

図 ） 筆 者 作 成



「面積の８割を占める豊かな山林」⇒炭素吸収

総面積の８０％［＝森林］

国有林：６５％ 民有林：３５％

総面積の５２％ 総面積の２８％

ざっくり「６５：３５」

［≦３齢級化］2％ ［4～10齢級化］58％ ［≧11齢級化］40％

✕ ✕✕

総面積の0.6％ 総面積の16％ 総面積の11％

※齢級＝林齢5年幅でくくった単位

鹿 角 の 「 森 」 に つ い て ①
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✕ ✕

出所 鹿角地域の概要（2022）秋田県鹿角地域振興局

鹿角の森林構成

秋田県鹿角市 「鹿角市地域内エコシステム」構築事業 調査報告書（2019）

http://woodybio.jp/pdf/h30/h30_04_akita-kazuno.pdf


10

鹿 角 の 「 森 」 に つ い て ②

多様な関係者により生まれる新たな「コモンズ」の可能性

出所 鹿角市森林整備計画（2018）2022年一部改訂
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森の持つ本来の
「力」

涵養・防災・文化（レク）・
生産・生物多様性

地域の産業特
性を活かして
いく「知」

林業・文化的活
用・地域創生

森を持続させ
る地域の
「治」

地方自治体・森林組合/
経営受託者（コモンズ）

鹿 角 の 「 森 」 に つ い て ③  - 様 々 な 「 （ ち ） か ら 」 の 動 員

「力」（ちから）＝「治」から
「力」（ちから）＝「知」から

出所 鹿角市森林整備計画（2018）2022年一部改訂

森林の様々な「力」
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